
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校 名       白川町立佐見中学校 

実 施 期 間 平成２５年１０月３１日（木）（文化祭）、７月１８日（木）（達人から学ぶ会） 

実 施 概 要 
 

 ・文化祭を実施する。⋯ 生徒による演劇や合唱を発表 
（保護者、地域の方、当校第３回卒業生、園児、小学生等を招待） 

 ・達人から学ぶ会を１学期に実施する。 (以前は、文化祭の日の午後に実施) 
（地域の方を講師に迎えて実施） 

実 施 内 容 
 

学習・取組の分野 
 ☑自然   □歴史   ☑文化   ☑産業   □その他  

公開の方法 
 □授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者                     ３８人  

 計 １２０人  
地域関係者 ８２（園児・小学生２１人を含む）人  

実 施 状 況 

 

 ○文化祭（９：００～１２：００） 
  ①開会式 
  ②ＰＴＡによる読み語り「おさるはおさる」 
  ③演劇発表 
   １年「グッドバイ・マイ」      ２年「Happy Find」 

３年「二つの名前」 
  ④執行部による学校の活動紹介 
  ⑤全校合唱発表「In Terra Pax 地に平和を」「湯かむり唄」 
  ⑥閉会式 
  ＊今年は、当校第４回卒業生（79歳）１２人を招待して実施 

※実施にあたり新聞の折り込みチラシで地域の方に広報する。 
 ○達人から学ぶ会（１４：３０～１５：２０） 
  ・お茶 ・歌舞伎 ・豆腐作り ・鯉養殖 

・農業の取組 ・天然酵母パン作り 
  ＊地域の方（６人）を講師に、生徒は、上記の６つの講座から参加講座を 

一つ選択 講師の方の話を聞いた後、質疑応答による交流会を実施 

成果及び課題 

 

～成果～ 
 ・小規模校（全校生徒３１人）の文化祭なので、生徒一人ひとりの活躍の場は

自ずと多い。そんな中、各学年が実施した演劇は、演技に重点を置いた中身
の濃いものであり、参観者全員が感動を共有することができた。 

 ・全校合唱は、本校が力を入れている活動で伝統になっている。毎日、朝夕と
練習を重ねることで、生徒は自信を持って発表することができた。 

 ・平日実施にもかかわらず多くの来校者があった。 
・地域の方を講師にした「達人から学ぶ会」では、ふるさと佐見の魅力を存分

に味わうことができた。また、交流の少ない地域の方と親交を深めることが
できた。（文化祭と別日に実施したことで会を充実させることができた。） 

～参観者の感想～ 
 ・演劇発表では、どの学年も訴えるものがよくわかり、とても良かったと思います。 
 ・合唱発表では、すばらしさに思わず力が入り涙が出るほど感動しました。 
～課題と今後の方向～ 
 ・生徒数の減少にともない、演劇発表による文化祭は、今年度が最後となる。来年度ど

んな取り組みをしていくか今後検討していく必要がある。 

 


